
050100150200250300350400450500550600650700750800850900

0

25

50

12
:0

0
14

:0
0

16
:0

0
18

:0
0

20
:0

0
22

:0
0

0:
00

2:
00

4:
00

6:
00

8:
00

10
:0

0
12

:0
0

14
:0

0
16

:0
0

18
:0

0
20

:0
0

22
:0

0
0:

00
2:

00
4:

00
6:

00
8:

00
10

:0
0

12
:0

0
14

:0
0

16
:0

0
18

:0
0

20
:0

0
22

:0
0

0:
00

2:
00

4:
00

6:
00

8:
00

10
:0

0
12

:0
0

14
:0

0
16

:0
0

18
:0

0
20

:0
0

22
:0

0
0:

00
2:

00
4:

00
6:

00
8:

00
10

:0
0

12
:0

0

時間雨量

累加雨量

時
間
雨
量
（
㎜
）

累
積
雨
量
（
㎜
）

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

-100

100

300

500

700

900

1100

1300

1500

400

405

410

415

420

425

430
12

:0
0

15
:0

0

18
:0

0

21
:0

0

0:
00

3:
00

6:
00

9:
00

12
:0

0

15
:0

0

18
:0

0

21
:0

0

0:
00

3:
00

6:
00

9:
00

12
:0

0

15
:0

0

18
:0

0

21
:0

0

0:
00

3:
00

6:
00

9:
00

12
:0

0

15
:0

0

18
:0

0

21
:0

0

0:
00

3:
00

6:
00

9:
00

12
:0

0

流
量

(m
3/

s)

貯
水
位
（

EL
m

)

貯水位

平常時最高貯水位

洪水時最高水位

流入量

全放流量

洪水時最高水位 EL.424.0m

7/5 7/6 7/7 7/8 7/9
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平成30年7月豪雨における岩屋ダムの洪水調節効果 木曽川水系飛騨川（岐阜県）

洪水貯留開始前の貯水池の状況
（7月4日9時頃）

洪水時最高水位に近づく貯水池の状況
（7月8日 15時30分頃）

下流へ流す水量を

約4割低減

最大時間雨量31.3mm

累加雨量772mm

[速報版]

活発な梅雨前線の影響により、まとまった降雨が断続的に発生。岩屋ダム流域における7月4日０時～7月8日13時までの
累加雨量は772mmに達する観測以来最大の豪雨（過去の最大は平成11年9月の532mm）。
洪水時最高水位に迫る水位まで貯水池を活用して洪水調節を行い、総量約5,900万m3の洪水を貯留。ダムへの最大流入
時に下流へ流す水量を約4割低減。
これにより、ダム下流河川の流量を低減させ浸水被害を軽減するとともに、ピーク流量の発生時刻を遅らせて避難時間等を
確保。

ダムに貯留した総量

約5,900万m3

最高到達水位
EL. 423.79m

最大流入量
1,339.86m3/s

最大放流量
945.44m3/s

岩屋ダム洪水調節実績図

岩屋ダム流域平均雨量
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